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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、水俣病多発漁村の漁業形態や変遷、村落構造の特徴、水俣病被害の社会的側面の特徴

を捉えることで公害事件の特徴、社会構造の問題点を明らかにしようとするものである。本研究

では、漁業組織と血族関係の濃密さが村落構造の特徴となり、水俣病事件に対する村落共同体の

反応にどのような影響を及ぼしたのかを明らかにした。以上の研究活動は今後も継続されるとと

もに研究成果の公開へとつながるものである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study tried to grasp the characteristics of the Minamata disease as industrial pollution 
case and the village structure striken by disaster.  The research issues were fishering 
method, specificity of village structure, social aspect of Minamata disease case. Fact findings 
are that the reaction of village community to Minamata disease was determined by the 
fishing organization and intensity of family structure. These research activities will be 
continued and lead to publish the study results to the public in the future. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請時における背景・動機としては、下記
の二点があげられる。 
（1）公害研究における漁業あるいは漁村の

先行研究の少なさ 
 水俣病多発地域における漁業研究や漁村
社会の研究は極めてわずかである。その理由
は、水俣病問題が 55 年の歴史の中でなお今
日に至るまで補償と救済を求める種々のコ
ンフリクトのただ中にあり、地域社会も水俣
病に対する忌避感が強く容易には他所から
の研究調査を受け入れない状況が続いてき
た背景がある。 
 
（2）水俣学研究の一環 
 本研究は、原田正純氏が提唱し熊本学園大
学を中心に展開されている水俣学研究の一
環に位置づいている。水俣学は、これまで
種々の研究機関の研究者だけでなく地域住
民や被害者の参加も得て水俣地域の現地調
査を進め、海外の研究グループと連携しつつ
負の遺産としての公害、水俣病事件を学際的
に研究し将来に生かそうという構想を有し
ており、申請者も参加してきた。本研究の目
的は、所属研究機関が水俣に近接していると
いう地の利を生かし地域に密着し地域に還
元するという視点をもって、水俣病被害の社
会的再検討を行おうというところにある。 
 これまで自明のこととされていた漁業の
在り方と被害の社会的側面に関して歴史的
パースペクティブをもって重畳的に把握す
ることを通して、この公害事件の特徴を改め
て評価しなおそうというものである。 
 
２．研究の目的 
（1）全体として明らかにしたいこと 
 水俣病被害では、工場排水による海の汚染
から始まる食物連鎖が健康被害をもたらし
たことが明らかにされたが、その「連鎖」の
環のつながりがいかに社会的に展開したの
かに関しては解明すべき点が多々残ってい
る。 
 本研究は、水俣病がもたらす健康上の障害
および社会的被害の発生機序と不知火海沿
岸住民の生業たる漁業の発展と盛衰の過程
との連関を自明なこととせず、地域社会に内
在しつつ再検討することを通して、今日改め
て問われている水俣病被害とは何かを明ら
かにすることを目的としている。その調査研
究の対象地区としては、申請者が 6年にわた
り密着して関係を構築してきた熊本県葦北
郡芦北町大字女島沖集落とする。 
 社会的側面からみた水俣病被害のもつ社
会性は「地域コミュニティーの崩壊」といわ
れるが、その内実に関しては、若干の記述的
調査記録があるにすぎない。申請者はこれま

での調査で、女島沖集落の「統体制」と呼ば
れる網元網子の関係が地域社会を統率し、被
害の広がりと未認定患者運動の展開に極め
て重要な役割を果たしたことを明確にした。 
 
（2）事実を問い直す社会史的研究 
 漁業と水俣病被害のそれぞれの経時的発
展過程を共時的に交差させながら捉える。社
会史的方法をとりつつ、心性史をたどるので
はなく、水俣病においては、学問的にもなお
「事実」が争われていることをふまえて、資
料と当事者の証言を重ね合わせるという記
録の実証的解明方法をとる。係争課題が終結
していないがゆえに、ベネディクトアンダー
ソン『想像の共同体』による記憶の捉え方を
踏まえるならば、「地域の記憶」は完結して
いるとはいえず、なお記述的な研究が必要と
されているといえる。 
 したがって、漁村に内在して、個別的被害
状況、集落の被害状況（住民の関係性の変容）、
漁業組織の形成と変容、人口移動と親族構造
の可塑性、集落の脆弱さと継続性を戦後日本
社会の発展および公害事件史のなかに位置
づけなおす。 
 対象としている地域は、水俣病発生当時、
約 55世帯、人口約 230人の漁村集落であっ
た。ここには、わかっているだけで、水俣病
認定患者 121名、胎児性水俣病患者 2名、認
定されてないものの医療救済を受けている
者は濃厚汚染を受けた世代のほとんどであ
る。また、この集落は、リアス式海岸の入江
に形成された村で耕作地をほとんどもたな
い。この集落に県道ができたのは 1962年で、
家の前の道路ができたのも 1971 年と遅く、
船での交通が一般的であったために「陸の孤
島」と比喩される地であった。 
 
（3）水俣病の多様性と社会関係への着目 
 医学的にみるならば、水俣病は症状として
は多様であるものの基本的に同一の疾患で
ある。ただし、芦北地域においては、社会的
な病としての水俣病は、『企業城下町』と丸
山定巳が定義した水俣市における水俣病患
者の社会的位置とは異なり、企業との直接的
利害関係を有しないが故に、異なった展開を
みせている。申請者が水俣病の多様性と定義
づけるのは社会的歴史的環境が社会的被害
の態様も多様にさせるという点であり、ここ
に着目したい。 
 
（4）地域の固有性の歴史的展開と水俣病 
 漁業補償で生きてきた水俣市漁協に属す
る漁民たちとは異なり、芦北地域における漁
業者は海との交歓のなかで生きてきたので
あり、不知火海漁業の盛衰そのものを経験し
てきた。海辺に張り付く小さな漁村であるが



ゆえに、主たる交通手段も 1960 年代半ばま
では船を主体とした海上交通であり、産業化
の波も押し寄せてはこなかった。そこに水俣
病が襲ってきた時の漁村集落の対応は、1959
年の漁民抗議行動、被害者たちの相互扶助、
そして未認定患者運動への集落としての積
極的参加などにみられる。水俣病を 1970 年
代においてもなお隠し続けた御所浦島とも
異なる。これらの事柄を地域に密着して経過
とその理由を明らかにしていく。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は下記の 5点から構成し、そ
れに従って研究計画をたて取り組んだ。 
（1）既存の資料を活用した記述的研究調査 
 すでに、熊本学園大学水俣学研究センター
に所蔵されている現物資料や調査対象地区
に関わる資料の綿密な再検討により、地域像
を描きなおし、水俣病事件を埋め込んでいく。
また、先行研究では、漁業センサス、農業セ
ンサス、国勢調査などの詳細データが活用さ
れていないため、過去に遡及して地域の漁業
や農業など生業の変遷、人口移動、就業構造
などの歴史的分析をおこなう。 
 
（2）基礎作業としての世帯住民のデータの

収集とマッピング作業 
 まず、申請者が発掘した、女島沖集落の漁
民 I氏が書き残した各世帯別の四世代にわた
る家系図を基礎資料として、対象集落の家族
樹形図を地図上にマッピングする。その後、
家族構成や婚姻関係、地域内の親族構造とそ
の変容などを中心にヒアリングを実施する。
また、水俣病の種々の救済策の受給状況を家
族樹形図に落としこみ、水俣病被害の集落に
おける実像を浮き彫りにする。 
 上記作業と同時並行で、女島沖集落におけ
る 5人の網元の「統体制」の構造と親族構造
の二重構造を他の漁村と比較し描き出すこ
とで女島沖集落の漁業組織の特徴を把握す
る。この作業をとおして女島沖集落の漁村と
しての特徴が水俣病事件への集落としての
反応にどのように影響を及ぼしたのかとい
う考察の基礎資料とする。 
 
（3）漁協関係組織等の資料調査 
 水俣病研究会が所蔵する旧湯浦町漁協の
組合員名簿などから女島沖集落の漁業方法
や漁業組織の構造を明らかにする作業をお
こなう。また、家系図を書き残した漁民 I氏
は、日記も書き残している。日記は手書きで
あり判読困難な部分や漁法や当時の暮らし
のなかで通常使われていた集落の共通した
言葉などを漁民にヒアリングをおこない、記
録資料としてまとめる作業をおこなう。 
 

（4）既存の記録の収集・整理 
 地域の資料は、地元の公的機関に残されて
いるが、町村合併によって記録が失われつつ
あった。また、漁協も合併を通して資料が散
逸していたため、現芦北漁協の未整理となっ
ている資料を収集し、整理する作業をおこな
う。 
 
（5）既存の資料を活用した漁業被害年表の

作成 
 
（6）地元住民のヒアリング 
 上記の作業をとおして明らかとなった問
題構成を踏まえて、聞き取り調査のための調
査設計をおこなう。 
 インタビューは、半構造化質問法にしたが
って実施され、対象者の自由な語りを尊重す
るが、そのためにこそ、事前の調査設計を明
確にしておく必要がある。 
 これまでの申請者の調査研究で協力を得
られた漁民、水俣病認定患者である M氏は 79
歳である。そのため高齢者世代のヒアリング
から早急に取り組む。当初は、網元の家族と
統体制の成員であった漁民からの聞き取り
を開始する。 
 
４．研究成果 
 申請者は、本学が設置した水俣市にある水
俣学現地研究センターを研究拠点として調
査研究に随時従事し、継続的資料収集・整理
作業、マッピング作業を実施してきたところ
である。また、申請者は、研究成果の第一報
を 2010 年 7 月に熊本県天草郡で開催された
第 27 回天草環境会議で報告し、第二報は同
年 12月に神戸で開催された第 38回倫理創成
研究会で発表し、成果を問うてきたところで
ある。研究方法ごとの成果は以下のとおりで
ある。 
（1）既存の資料を活用した記述的研究調査 
 戦後期のすべての漁業センサスを入手し
得たが、年度により集計方法の違いがきわだ
っており、分析に着手したものの統計処理、
ならびに国勢調査などとの比較などは現在
進めている現状であり、今後の課題として残
っている。 
 
（2）基礎作業としての世帯住民のデータの

収集とマッピング作業 
 女島沖集落の全世帯を対象として地図の
上に家族樹形図をマッピングし、認定状況を
落とし込む作業を行った。さらに、この家族
樹形図に女島沖集落の 5人の網元の統体制を
描き出し、漁業組織がいかに親族関係で構成
されていたかを明らかにした。 
 家族樹形図を作成するにあたり、女島沖集
落の漁民であった I氏が書き残した各家々の
4 世代にわたる家系図を参考とした。また、



地図上に統体制の構成員を描き出すにあた
り、戦後から現在にかけての漁業を知る 70
歳代後半から 80 歳代の漁民の聞き取りをお
こなった。 
 この作業をとおして、各世帯の家族構成や
婚姻関係、地域内の親族構造の濃密さが明確
化され、不知火海沿岸漁村である女島沖集落
の村落形態の特徴を把握することができた。
また、この家族樹形図に種々の救済策の受給
状況、水俣病認定状況をマッピングする作業
を継続しているが、ヒアリングや患者名簿な
どの資料と突き合わせる作業と同時並行で
の作業であるため、さらなる時間を要するも
のである。 
 
（3）漁協関係組織等の資料調査 
 旧湯浦町漁協は、現女島沖集落の漁業協同
組合である。市町村合併にともない 1973 年
に芦北町漁協と合併した。旧湯浦町漁協の組
合員名簿には、各組合員の漁業名称、漁獲物
種類、漁業場所、漁業時期など詳細に記載さ
れており、これを統体制の組織図のなかに書
き込むことで女島沖集落の詳細な漁業状況
を把握することができた。また、ヒアリング
の際、語りの裏付けにすることができた。 
 I 氏が書き残した日記には、漁民にヒアリ
ングをおこない当時の漁法や暮らしの特徴
が明確になるように脚注をつけた。現在、編
集段階であり、書籍として公開予定である。 
 
（4）既存の記録の収集・整理 
 本調査において、対象地と対岸にある漁村、
芦北計石における幕末時代の絵地図を発掘
した。この絵地図を現在の計石集落の住宅地
図と比較するためにイラストレータで絵地
図をおこし直し、文字で判読困難な部分は当
研究センターの歴史学の研究員とともに解
読作業にあたった。その作業のうえで、集落
内の道の変化、家屋の変遷、人口移動の変化、
荷さばき所の変化、庄屋などを明らかにし、
本調査対象地の芦北女島沖集落を比較検討
したうえで、芦北地域における漁村集落の特
徴を考察した。 
 
（5）既存の資料を活用した漁業被害年表の

作成 
 これまで水俣病事件史における漁業被害
の実像は、種々の陳述書や要望書、漁民大会
の議事録などの資料があるのみであった。こ
れらの既存の資料をとりまとめるだけでは
女島沖集落の漁業被害そのものを水俣病事
件史のなかで捉えなおすことはできなかっ
た。そのため、水俣病事件が発生する以前の
戦前から現在にかけての女島沖集落の漁業
史と水俣病事件史における新聞報道の内容
を吟味した上で経時的に掲載し、さらに漁民
の語りを重ね合わせた年表を作成し、不知火

海沿岸の漁業の発展と衰退の過程、水俣病被
害の社会的側面（漁業被害）との連関を明ら
かにした。 
 
（6）地元住民のヒアリング 
 先述したことを明らかとするために、戦後
から現在にかけての女島沖集落の暮らしや
漁業組織、漁法などを知る 70~80 歳代の漁
民からヒアリングをおこなった。しかし、調
査内容が親族構造や水俣病被害などプライ
ベートな部分が多く、一人ひとり丁寧に時間
をかけ何度もヒアリングをする必要があっ
た。そのため、当初の計画では全世帯調査と
していたものの、その半分にも満たない状況
となった。今後も継続した調査をおこなうも
のである。 
 
（7）研究成果の国内外へのインパクト 
 先に述べたように、水俣病の研究において
漁業の研究は少ない。まして、水俣病多発地
域の漁村集落に内在し、生業としての漁業と
漁業者の水俣病被害の連関にアプローチす
る調査研究は皆無であった。本研究は、水俣
病研究の新たな問題圏域を開拓する研究と
いえる。 
 研究成果は、現在準備している研究論文に
おいて報告する予定であるので詳述はさけ
るが、明らかにし得た問題構成のみを記して
おく。海洋汚染による漁獲高減少および汚染
魚不買などによる生業の基盤が喪失して行
く漁業被害、健康被害としての水俣病被害、
このような被害への様々な漁民としての抵
抗、さらに水俣病患者としての被害補償要求
運動が、各個人の中および地域のコミュニテ
ィの中で重層的に連関して展開した。水俣病
被害の全体像をこのような形で明らかにし
得た。さらに、この展開過程は 1950 年代か
ら 70 年代に至る日本の高度成長期に、熊本
県不知火海沿岸の小さな漁村集落において
みられたものであるが、公害被害が何をもた
らし、そのことから水俣病という負の遺産の
将来への教訓として何を得ることができる
のかを明示することができたと考えている。 
 
 以上の研究活動は今後も継続されるとと
もに研究成果の公開へとつながるものであ
る。 
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